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師
走
と
な
り
、
何
か
と
慌
た
だ
し
く
な
り
ま

し
た
。
今
年
も
残
り
わ
ず
か
だ
と
感
じ
る
の
は
、

私
の
年
齢
故
か
と
思
い
ま
す
。
年
末
年
始
の
世

情
は
年
々
変
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
某
テ

レ
ビ
局
の「
紅
白
歌
合
戦
」を
見
て
新
年
を
迎
え

る
と
い
う
私
の
習
慣
は
、
今
も
昔
も
変
わ
っ
て

お
ら
ず
、
そ
れ
が
１
年
の
終
わ
り
と
新
年
の
始

ま
り
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
「
紅
白
歌
合
戦
」
は
以
前
か
ら
視
聴
者
離
れ

が
囁
か
れ
、
視
聴
率
の
低
下
に
加
え
、
出
場
歌

手
が
そ
の
選
考
基
準
の「
今
年
の
活
躍
、
世
論
の

支
持
、
番
組
の
演
出
・
企
画
に
沿
う
」
と
一
部

相
反
す
る
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

一
方
、
70
年
以
上
も
続
く
番
組
で
、
司
会
者
や

出
場
歌
手
の
発
表
、
放
送
後
の
結
果
を
含
め
た

状
況
な
ど
が
他
の
テ
レ
ビ
局
で
も
必
ず
話
題
に

上
り
、
国
民
的
番
組
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
が
認

め
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
『
紅
白
歌
合
戦
と
日
本
人
』
と
い
う
著
書
に

「
私
た
ち
日
本
人
が『
紅
白
』
を
見
続
け
た
こ

と
は
、
そ
こ
に
ホ
ー
ム（
安
住
の
地
）
を
見
出
し

て
き
た
か
ら
で
あ
る
」
と
か「『
紅
白
』
が
年
中

行
事
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
生
活
の
中
に
定
着
し

得
た
の
も
、
安
住
の
地
を
求
め
る
私
た
ち
日
本

人
の
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。
安
住
と
は「
何
の
心
配
も
な
く

そ
こ
に
落
ち
着
い
て
住
む
こ
と
」
で
、
そ
の
場

所
は
家
庭
や
故
郷
な
ど
人
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
と

思
い
ま
す
し
、
こ
の
著
書
で
は「
紅
白
」
を
見
に

皆
が
集
ま
り
、
何
気
な
い
会
話
を
し
て
ゆ
っ
く

り
し
た
時
間
を
過
ご
せ

る
こ
と
を
指
し
て
い
る
よ

う
に
思
え
ま
す
。

　

私
に
は
、
ホ
ー
ム（
安

住
の
地
）
が
増
え
る
こ

と
が
一
番
で
、
こ
の
番
組

視
聴
の
場
を
そ
う
い
う

場
所
に
で
き
る
よ
う
心

が
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。　
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＊宮崎焼酎：霧島酒造の「黒霧島」「白霧島」「赤霧島」も特定産地の焼酎として初めて採用されました。　＊「ゴジラ－1.0」「君たちはどう生きるか」　＊ジェイアール東日
本企画主催。受賞作「世界遺産by宮崎牛」は、 宮崎牛のお肉で成形されたピラミッドやグランドキャニオン、エアーズロック、朝日に染まる「赤富士」で、肉好きの方必見

小さなヒヤリも　大事な気づき　声に出して災害ゼロ

宮崎労働基準協会報宮崎労働基準協会報宮崎労働基準協会報
公益社団法人宮崎労働基準協会   宮崎市祇園3丁目1番地 矢野産業祇園ビル　TEL.0985-25-1853  http://www.miyazaki-roukikyo.or.jp

橋口 光雄   　　発行人

年末年始無災害運動（2024.12.1 ～ 2025.1.15） 目  次  CONTENTS
労働災害絶滅275人誓う

「宮崎県産業安全衛生大会」開催………………………………2 〜 3
その額で大丈夫？「最低賃金チェックツール」のご紹介 …………4
１２月は「職場のハラスメント撲滅期間」です  ……………………5

「産業安全祈願祭のお知らせ」「安全衛生教育促進運動」
  　及び「年末年始 建設業労働災害防止強調運動」 ほか …………6
随　想   …………………………………………………………………7
講習のご案内（ゼロ災害運動KYTトレーナー研修会の追加開催決定）…8

【運動標語】

今年もやります！
 　基本作業の徹底 
　　年末年始も無災害 

主唱　中央労働災害防止協会　後援　厚生労働省

年
末
年
始
休
業
の
お
知
ら
せ

12
月
28
日（
土
）か
ら

１
月
５
日（
日
）ま
で

　
　
　
　
　

休
業
致
し
ま
す
。

「宮崎弁」と 宮崎牛 「知っちょ？宮崎にはうめもんがてげあっちゃが。なかでん宮崎牛は、５年に１度の ″ 和牛のオリ
ンピック ” て呼ばれちょっ 『全国和牛能力共進会』 で最高栄誉・内閣総理大臣賞をよ、史上初の４大会連続で受賞した一流
ブランドやじ。そん評価は海を越えてかい、輸出量がえれ増えてきよっとと。」▶︎ 2018 年にアメリカで開催された映画の祭典

「アカデミー賞」公式アフターパーティーでは、特定産地の和牛として初めて「主役級」の食材で採用＊されて以降、日本映
画２作品＊が２冠を達成し話題を呼んだ今年３月の同賞まで、コロナ禍を除き通算６回提供。さらに７月には、大谷選手や
今永選手も出場したＭＬＢ（メジャーリーグベースボール）オールスターゲームでも初採用され、ステーキやお寿司で提供
されました。同月に国内では、県が首都圏の JR 主要駅や車両に掲載した驚き！の宮崎牛フードアート広告が、「交通広告グラ
ンプリ＊」で優秀作品賞を受賞と、話題の尽きない１年でしたね。今年も残りわずか。奮発して自分へのご褒美に、クリスマスや
忘年会などの年末の集いに「宮崎牛を食べてみてん！ どんげ？」
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の
確
保
は
、
全
て
に
優
先
す
る
課

題
で
あ
る
』
こ
と
を
再
度
確
認
頂

き
、
関
係
者
が
総
力
を
挙
げ
て
努

力
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
各
労
働
災
害
防
止

団
体
よ
り
推
薦
さ
れ
た
県
内
9

事
業
場
が
安
全
衛
生
優
良
事
業

場
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
橋
口
大

会
会
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
、
宮
崎
労
働

局
坂
根
登
局
長
、
宮
崎
県
商
工
観

光
労
働
部
柏
田
学
次
長
よ
り
祝
辞

が
あ
り
ま
し
た
。

　

坂
根
局
長
は
、
県
内
の
労
働
災

害
発
生
状
況
に
つ
い
て
、「
令
和

5
年
度
を
初
年
度
と
す
る
5
か
年

計
画
『
宮
崎
労
働
局
第
14
次
労
働

　

令
和
6
年
度
宮
崎
県
産
業
安

全
衛
生
大
会
（
宮
崎
県
労
働
災

害
防
止
団
体
等
連
絡
協
議
会
主

催
）
が
、
11
月
13
日
、
宮
崎
市

佐
土
原
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
の
事

業
所
か
ら
2
7
5
人
が
参
加

し
、
ゼ
ロ
災
運
動
の
原
点
に
立

ち
返
り
、
安
全
で
健
康
・
快
適

な
職
場
づ
く
り
に
向
け
て
全
力

を
尽
く
す
こ
と
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。

　

冒
頭
、
こ
れ
ま
で
の
宮
崎
県

の
産
業
発
展
の
た
め
不
幸
に
し

て
労
災
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
全
員

で
黙
と
う
の
後
、
陸
上
貨
物
輸

送
事
業
労
働
災
害
防
止
協
会
草

水
裕
之
県
支
部
長
の
開
会
の
言

葉
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
県
労

働
災
害
防
止
団
体
等
連
絡
協
議

会
の
橋
口
光
雄
大
会
会
長
（
宮

崎
労
働
基
準
協
会
会
長
）
は
、

国
内
で
発
生
し
た
激
甚
災
害
の

脅
威
、
及
び
災
害
へ
の
備
え
の

重
要
性
な
ど
に
触
れ
た
上
で
、

「
県
内
の
景
気
状
況
は
緩
や
か

に
回
復
が
進
ん
で
い
る
も
の

優
良
事
業
場
9
社
表
彰

宮
崎
県
産
業
安
全
衛
生
大
会

大会表彰を受賞された事業場の皆様

坂根 登
宮崎労働局長

橋口 光雄
大会会長

柏田　学
宮崎県商工観光労働部次長

全員で大会宣言を確認

安
全
・
安
心
な
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て

労
働
災
害
絶
滅 

2
7
5
人 

誓
う

の
、
人
手
不
足
や
コ
ス
ト
高
な
ど

が
景
気
回
復
の
懸
念
材
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。
本
県
の
令
和
5
年
の

労
働
災
害
に
よ
る
死
亡
者
数
は
13

人
、
休
業
4
日
以
上
の
死
傷
者
数

は
1
,
5
0
8
人
と
な
っ
て
お

り
、
長
期
的
に
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
注
意
が
必
要
で
す
。
特
に
、

高
年
齢
労
働
者
の
災
害
や
転
倒
災

害
の
防
止
対
策
は
重
要
で
す
。
ま

た
、
令
和
6
年
の
死
亡
者
数
は
、

10
月
末
現
在
で
14
人
と
既
に
昨
年

を
上
回
っ
て
お
り
、
改
め
て
安
全

衛
生
活
動
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
大
会
の
講
話
や
講
演

を
、
皆
様
の
安
全
衛
生
活
動
の
参

考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に

存
じ
ま
す
。
企
業
を
取
巻
く
今
日

の
環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
状
況
が
い

か
に
厳
し
く
と
も
『
安
全
と
健
康

災
害
防
止
推
進
計
画
』
に
基
づ

き
、
労
働
災
害
の
減
少
に
向
け

て
積
極
的
な
取
組
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
計
画
初
年
度
に
お
け

る
取
組
結
果
と
し
て
、
令
和
５

年
の
労
働
災
害
に
よ
る
死
亡
者

数
は
13
人（
前
年
よ
り
4
人
減
）、

ま
た
、
休
業
4
日
以
上
の
死
傷

者
数
は
1,
5
0
8
人
（
1
0
7

人
減
）
と
な
っ
て
お
り
、
増
加
傾

向
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

２
年
次
目
と
な
る
本
年
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
10
月
末
現
在
で
、
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化
学
物
質
を
起
因
と
す
る
労
働
災
害

の
発
生
な
ど
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
労
働
災
害

防
止
団
体
や
業
界
団
体
の
方
の
協
力

の
下
、
連
携
を
密
に
し
て
労
働
災
害

防
止
、
健
康
確
保
の
取
組
み
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

宮
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
健
康

安
全
課
の
外
村
哲
史
労
働
衛
生
専

門
官
よ
り
、「
労
働
安
全
衛
生
の
管

内
現
状
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
県
内

の
死
亡
災
害
に
つ
い
て
、
①
こ
こ
10

年
間
、
12
件
か
ら
17
件
の
間
で
推
移

し
て
お
り
、
高
止
ま
り
の
状
況
で
あ

る
こ
と　

②
死
傷
災
害
は
令
和
5

年
に
お
い
て
は
減
少
し
た
が
、
長
期

的
に
は
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と　

③

事
故
の
型
別
で
は
転
倒
災
害
、
墜

落
・
転
落
災
害
、
動
作
の
反
動（
腰

痛
な
ど
）
が
6
割
を
占
め
て
い
る
こ

と
。
特
に
、
60
歳
以
上
の
高
年
齢
女

性
労
働
者
の
転
倒
災
害
の
増
加
が
目

立
っ
て
い
る
こ
と　

④
令
和
5
年
の

健
康
診
断
の
結
果
は
、
有
所
見
率
が

59.
2
％
と
な
り
、
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
こ
と　

⑤
上
司
に
よ
る

パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
に
起
因
す
る
精

神
障
害
に
よ
る
労
災
申
請
件
数
が
、

大
幅
に
増
加
し
て
い
る
こ
と　

⑥
労

働
安
全
衛
生
法
の
改
正
に
よ
り
、
労

働
者
死
傷
病
報
告
、
定
期
健
康
診

断
結
果
報
告
等
の
電
子
申
請
が
義
務

化
さ
れ
た
こ
と　

な
ど
に
関
し
、
詳

細
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

死
亡
災
害
に
よ
っ
て
14
人（
前
年
同
月

よ
り
4
人
増
）の
方
が
亡
く
な
っ
て
お

り
、
休
業
4
日
以
上
の
死
傷
者
数
も

1,
1
7
8
人
（
前
年
同
月
よ
り
41
人

増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
死
亡

災
害
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
年
間
件
数

（
13
人
）
を
す
で
に
上
回
る
憂
慮
す
べ

き
事
態
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、
労
働
者
を
取
り
巻
く

状
況
で
は
、
一
般
健
康
診
断
の
有
所
見

率
の
高
さ
や
、
高
年
齢
女
性
の
被
災
割

合
、
特
に
中
高
年
齢
女
性
労
働
者
を
中

心
に「
転
倒
」
な
ど
の
災
害
発
生
割
合

の
増
加
、
ま
た
、「
未
習
熟
外
国
人
労

働
者
」
の
労
働
災
害
の
増
加
、
更
に
特

別
規
制
の
規
制
対
象
と
な
っ
て
い
な
い

令和６年度 宮崎県産業安全衛生大会表彰

日本プラス工業㈱宮崎工場

吉玉精鍍㈱

海晴機械㈱

協栄木材㈱日南工場

㈱大成工務店

㈲大岩建設

中村木材工業㈱

㈱トミシマ

㈱ボブキャット九州

プラスチック製品製造業

金属製品製造業

生産用機械器具製造業

木材・木製品製造業

土木工事業

土木工事業・建築工事業

木材製造業

道路貨物運送業

建設機械販売業

児湯郡都農町

延岡市

北諸県郡三股町

日南市

都城市

児湯郡川南町

都城市

日向市

都城市

　

中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
九
州

安
全
衛
生
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
安

全
管
理
士　

土
屋
幸
一
氏
よ
り
、「
な

く
そ
う
！
転
倒
災
害
」
と
題
し
、
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。
概
要
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
●「
安
全
第
一
」
の
看
板
を

掲
げ
て
い
る
企
業
は
よ
く
見
か
け
る

が
、
同
時
に
品
質
優
先
の
看
板
が
掲

げ
ら
れ
た
り
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、

本
質
的
な
安
全
第
一
の
生
産
活
動
が

重
要
で
あ
る
。
●
労
働
災
害
の
原
因

要
素
を
分
析
す
る
と
、
不
安
全
行
動

と
不
安
全
な
状
態
の
両
方
と
も
に
原
因

が
あ
る
場
合
が
85
％
以
上
で
あ
る
。

●
最
近
の
労
働
災
害
の
特
徴
と
し

て
、
転
倒
災
害
の
増
加
が
あ
る
。

と
り
わ
け
60
歳
以
上
の
高
年
齢
女

性
労
働
者
の
発
生
率
は
20
歳
代
の

約
15
倍
に
も
な
っ
て
お
り
、
転
倒

災
害
の
結
果
、
７
割
以
上
の
高
年

齢
女
性
労
働
者
が
骨
折
し
て
い
る
。

●
高
年
齢
労
働
者
の
転
倒
災
害
を

防
止
す
る
た
め
に
は
、
①「
エ
イ
ジ

フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

基
づ
き
、
床
面
の
段
差
・
凹
凸
の

補
修
、
職
場
の
照
度
を
2
倍
程
度

に
明
る
く
す
る
。
②
作
業
の
自
動

化
、
高
年
齢
労
働
者
の
体
力
に
合

宮
崎
労
働
局
　
講
話

中
央
労
働
災
害
防
止
協
会  

講
演

わ
せ
た
作
業
方
法
の
改
善
を
図
る
。

③
階
段
の
踏
み
外
し
防
止
の
た
め

の
手
す
り
等
を
設
置
す
る
。
な
ど
、

具
体
的
対
策
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、「
労
働
災
害
防
止
の
基
本
は

５
S『
整
理
、整
頓
、清
掃
、清
潔
、

し
つ
け
』
の
徹
底
・
継
続
で
あ
る
」

こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
、「
大
会
宣
言
」＊
で
は
、

来
場
者
全
員
が
起
立
し
、
建
設
業

労
働
災
害
防
止
協
会
本
部
喜
好

県
支
部
長
が
大
会
宣
言
を
読
み
上

げ
、
全
員
で
承
認
し
ま
し
た
。

（
講
話
・
講
演
文
責  

　
　
　

人
事
・
労
務
管
理
部
長 

塚
本
） 

　

《講話》　宮崎労働局労働基準部健康安全課　外村労働衛生専門官

《特別講演》　中央労働災害防止協会					   
　　　　　　九州安全衛生サービスセンター　安全管理士　土屋氏		
								      
				  

＊「安全宣言」は、当協会HP「労働基準協会報」のページに掲載しています。
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ハラスメント防止対策、改正育児・介護休業法等、

フリーランス・事業者間取引適正化等法のオンライン説明会

令和６年12月１9日（木）13：30～15：40日時

https://www.roudoukyoku-
setsumeikai.mhlw.go.jp/briefings/MzU5NQ==/
9cdb9db56acf412482ecab3c850f275f

受付サイト

令和６年12月13日(金) 23:59受付期限

500名定員

宮崎労働局主催

宮崎県、宮崎県労働委員会、宮崎県社会保険労務士会共催

宮崎労働局 雇用環境・均等室 指導係
0985-38-8821 45shidou@mhlw.go.jp

問合せ先

  （詳しくは、こちらから）

参加費

無料！

宮崎労働局が

ハラスメント防止対策、

育児・介護休業法等の

説明会を行うよ～～ん。

12月は
｢職場のハラスメント撲滅月間｣
職場のハラスメントをなくし、誰もが気持ちよく働くことができる職

場環境をつくりましょう。
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社名印刷のご案内
ポスター・用品・記念品に社名印刷いたします。
※記念品（№669 ～670）について、キャンペーン特別価格で社名印刷をいたします（2024年11月1日～ 2025年1月15日受注
分まで）。キャンペーン対象となる数量は下記表をご確認ください。

社
名
印
刷
代
・
基
本
仕
様

種　別 数　量 対象外商品★ 基本書体 刷　色 基本仕様による社名印刷代等 （この料金の他に本体代がかかります）

ポスター
（B2判）

同一種類
50枚より

ミニポスター
かべしんぶん

・角ゴシック体

・丸ゴシック体

・楷書体

・明朝体

※当協会所有
の書体に限り
ます。

※基本書体以
外で作成され
る場合は別途
見 積となりま
す。

黒 50枚～999枚：22,000円　1000枚以上：無料（基本仕様の場合）
刷色2色以上、2行以上印刷、2カ所印刷等については別途見積

のぼり（たれ幕）・旗 1枚より ジャンボのぼり
耐水用紙 黒 版代＋印刷代　版代：7,700円（1行の場合）　

印刷代：1～5枚：1枚につき880円　6枚以上：1枚につき660円

ワッペン 同一種類 100枚より 社名印刷可と
記載のないもの 黒 版代＋印刷代　版代：8,800円（1行の場合）　印刷代：33円×枚数

2,000枚以上は無料（基本仕様の場合）

記念品
※（タオル）

同一種類
50枚より

社名印刷可と
記載のないもの 黒 版代＋印刷代　版代：12,100円（1行の場合）　印刷代：サービス

同一商品500枚以上またはその合計額が30万円以上の場合無料（基本仕様の場合）

記念品
※（ペン）

同一種類
50本より

社名印刷可と
記載のないもの 黒 版代＋印刷代　版代：6,600円（1行の場合）　印刷代：サービス

同一商品500本以上またはその合計額が30万円以上の場合無料（基本仕様の場合）

カレンダー
50部より

黒
50～299部：17,600円　300部以上：無料（基本仕様の場合）

手帳 赤茶 金色箔押し

のし紙印刷
（記念品等・のし紙付の商品）

同一種類
50枚より 黒

50枚～100枚：一律3,300円
101枚以上：3,300円+印刷代101枚以上1枚超えるごとに33円
同一商品500枚以上またはその商品合計額が30万円以上の場合無料（基本仕様の場合）

〈共通〉印刷行追加（1行ごと）、基本書体以外使用の場合はそれぞれ3,300円追加。ロゴマーク使用、特殊書体使用の場合は別途見積りとなります。
※楷書体は筆で書いたような字です。※版代はフィルム作成代のことで、制作の都度かかります。★印刷スペースのないポスター・のぼりは社名印刷不可

所要日数 ◆印刷には、当方に原稿到着後、カレンダーは約 5〜6週間、それ以外は約 4 〜 5 週間かかります。
◆詳しくは、中災防出版事業部、中災防各地区安全衛生サービスセンター、またはお近くの労働基準協会等へお問い合せください。

年末年始無災害運動向け
新刊冊子
◀︎詳細はP.3へ

干支
No.544　定価 319 円

風景
No.542　定価319 円

着物
No.540　定価396 円

令和 7 年 年間標語 
No.541　定価396 円

ポ
ス
タ
ー
モ
デ
ル
は
、
俳
優
と
し
て
ド
ラ
マ
な
ど
で
活
躍
中
の
上
坂 

樹
里
さ
ん
。

華
や
か
な
晴
れ
着
姿
は
、
タ
レ
ン
ト
と
し
て
活
躍
中
の
石
川 

涼
楓
さ
ん
。

無
災
害
で
新
年
を
迎
え
よ
う
！

雪
景
色
の
中
、
年
末
年
始
の
無
災
害
を
祈
り
ま
す（
岐
阜
県
白
川
郷
）。

ヨ
シ
だ
君
と
仲
間
達
も「
年
末
年
始
無
災
害
運
動
」に
向
け
て
準
備
万
端
！

私
も
ワ
ン
コ
も
、
寒
く
て
も
元
気
で
す
！

職
場
の
環
境
に
あ
っ
た
安
全
対
策
を
も
う
一
度
見
直
し
ま
し
ょ
う
！

子供
No.545　定価 319 円

年間標語・イラスト
No.546　定価 319 円

ヨシだ君
No.543　定価 319 円

何
か
と
慌
た
だ
し
い
年
末
年
始
も
社
員
一
丸
と
な
っ
て
安
全
衛
生
活
動
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
無
災
害
の
実
現
に
向
け
て
、
中
災
防
の
図
書
・
用
品
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
！ 

 B2判   B2判  

 B2判  

 B2判  

 B2判   B2判  

 B2判  

こ
う
さ
か

　じ
ゅ
り

い
し
か
わ

　す
ず
か

販売サイトから
POPダウンロード▶

掲載の図書・用品・ポスター代、社名印刷代、発送・梱包料は消費税10%を含みます。

ポスター、用品等に社名を印刷できます（一部を除く）詳しくは P.16 へ。

紙版の他にデジタル版もあります。消費税 デジタル版

デジタル版 社名印刷 728 X 515㎜ B2判  

↑ この部分に印字できます。

デジタル版 デジタル版

デジタル版 デジタル版

デジタル版

 検索中災防 デジタル版

NEW

NEWNEW

NEW

NEW

NEW

NEW

令和6年11月18日現在宮崎労働局
令和6年 死亡災害発生状況

12 10月
その他の事業 崩壊、倒壊 荷姿のもの 60代 32年男

番号 起因物事故の型 性別 年齢 経験期間

農業 はさまれ、巻き込まれ 動力電動機構 50代 10年男

発生月 業  種

　フォークリフトではい積み作業をしていたところ玄米入りのフレコンバックが崩れ、誘導係の労働者が下敷
きになった。運転手ほか２名が救出作業のため被災者に近づいたところ、再びはい積みされていたフレコン
バックが崩れ、運転手ほか1名が下敷きとなり、うちフォークリフトの運転手１名が死亡した。

　被災者は、ビニールハウスの上に登って何らかの作業を行っていたところ、ビニールを自動開閉する機械の
シャフトに雨合羽のフードが巻き込まれて窒息した。

　同僚が伐倒した杉（樹高約22ｍ）が斜面（傾斜約35度）を滑り落ち、下方でグラップルを運転していた
被災者に激突した。

（注）№12の「災害の概要」につきましては、紙面の関係で短く編集し掲載しています。原文は、宮崎労働局労働HPにてご覧いただけます。

13 10月

14 10月
林業 激突され 立木等 30代 1年男

令和6年 労災死亡者累計
令和６年11月18日現在宮崎労働局

署別 宮
崎

延
岡

都
城

日
南 計 前年

同期業種
製造業
建設業
運輸業
林　業
その他
計

1
3
2
4
4
14

2

3
5
4

1
1
1
1

4
1

1
3
1
5
4

3
1

6

1 10前年同期

ポ
ス
タ
ー
・
用
品
の
お
申
し
込
み
は

宮
崎
労
働
基
準
協
会
各
支
部
へ
ど
う
ぞ
！

令和7年
産業安全祈願祭のお知らせ

 午前８時20分集合　宮崎神宮（宮崎市）
1/9（木）宮崎支部

 午前10時55分集合　今山八幡宮（延岡市）
1/9（木）延岡支部

  午前10時15分集合　 神柱宮（都城市）
1/10（金）都城支部

 午前10時集合　 鵜戸神宮（日南市）
1/10（金）日南支部

ご案内及び申込書は、当協会HPに掲載しています。
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今
年
も
残
す
と
こ
ろ
ひ
と
月
と
な
り

ま
し
た
。「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」と

よ
く
言
い
ま
す
が
、当
社
で
は
毎
年
10

月
か
ら
年
明
け
1
月
に
掛
け
て
、新
年

度
の
事
業
計
画
を
立
て
ま
す
。

　

当
社
で
は
、約
20
年
前
よ
り
目
標
管

理
制
度
を
導
入
し
、「
目
標
策
定
合
宿
」

と
称
し
て
、役
員
は
じ
め
部
門
長
が
ホ

テ
ル
の
会
議
室
へ
一
堂
に
会
し
、期
待
の

交
換
や
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

夜
は
焼
酎
を
飲
み
交
わ
し
な
が
ら
…
。

こ
の
計
画
段
階
で
は
、「
働
く
従
業
員
に

と
っ
て
分
か
り
や
す
い
、ゴ
ー
ル
や
自
分

の
行
動
が
思
い
描
き
や
す
い
」と
い
う
こ

と
が
肝
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
安
全
衛
生
活
動
計
画
で
も
同

じ
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。ち
な
み
に
2
0
2
4
年
度
は「
ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
ト
を
見
逃
す
な
！
小
さ
な
ヒ
ヤ

リ
が
大
き
な
事
故
に
！
ゼ
ロ
災
目
指
し

て『
安
全
行
動
』」を
全
社
安
全
衛
生
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
こ

数
年
で
、4
日
以
上
の
休
業
を
と
も
な
う

休
業
災
害
の
発
生
件
数
は
格
段
に
減

少
し
ま
し
た
が
、転
倒
や
腰
痛
と
い
っ

た
行
動
災
害
や
作
業
手
順
の
逸
脱
・
認

識
誤
り
に
よ
る
災
害
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
き
た
こ
と
が
背
景
の
ひ
と
つ
に

あ
り
ま
す
。当
然
本
人
は
ケ
ガ
を
す
る

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
、つ
ま
り
危
険

で
あ
る
と
感
じ
て
い
な
か
っ
た
訳
で
す

が
、管
理
者
の
皆
さ
ん
が
頭
を
悩
ま
せ

る
共
通
の
課
題
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

当
社
で
は
当
部
署（
労
働
安
全
推
進

室
）が
設
立
さ
れ
た
2
0
2
0
年
度
以

降
、「
体
感
型
教
育
」の
有
効
性
に
着
目

し
、教
材
の
選
定
か
ら
運
用
方
法
に
つ

い
て
、県
内
の
A
社
を
は
じ
め
、先
進

的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
企
業
を
視
察

さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
教
育
体
制
の

整
備
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。そ
し
て
昨
年
12
月
に
安
全
体
感
装

置
を
導
入
・
設
置
し
、2
0
2
4
年
３

月
よ
り
安
全
研
修
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
を

開
始
し
ま
し
た
。研
修
施
設
で
は
、文

字
ど
お
り
労
働
災
害
を
疑
似
体
験
す

る
こ
と
で
、日
頃
の
安
全
行
動
に
つ
い
て

振
り
返
り
と
改
善
を
促
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

先
述
の
と
お
り
、労
災
の
被
災
者
本

人
は
ケ
ガ
を
す
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、周

り
で
働
い
て
い
る
同
僚
や
上
司
も
職

場
で
発
生
し
て
い
る「
不
安
全
な
状
態
」

「
不
安
全
な
行
動
」を
見
落
と
し
、見

過
ご
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、稼
働
直
後
か
ら
半
年
間
か
け

て
全
従
業
員
を
対
象
に
安
全
講
習
会

を
行
い
ま
し
た
。対
象
者
は
職
種
、雇

用
形
態
を
問
わ
ず
、営
業
職
や
事
務

職
、派
遣
労
働
者
も
含
ま
れ
ま
す
。講

師
3
人
で
多
い
と
き
に
は
１
日
に
４
コ

マ
の
講
習
を
実
施
し
た
大
変
さ
は
勿

論
あ
り
ま
し
た
が
、何
よ
り
も
参
加
し

た
従
業
員
よ
り
想
像
以
上
の
反
応
が
伝

わ
っ
て
き
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

巻
き
込
ま
れ
体
験
を
し
て
み
て
、「
想
像

以
上
に
痛
か
っ
た
で
す
！
」と
応
え
た
夫

婦
で
働
く
女
性
従
業
員
に「
旦
那
さ
ん
は

こ
う
い
う
職
場
で
働
い
て
い
る
ん
だ
よ
」

と
伝
え
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

手
前
味
噌
な
が
ら
、地
域
へ
の
安
全
体

感
教
育
の
普
及
に
向
け
て
、今
年
10
月

1
日
よ
り
企
業
・
団
体
の
利
用
受
入
れ

も
開
始
し
ま
し
た
。安
全
教
育
に
マ
ン
ネ

リ
化
を
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
担
当
者
の

皆
様
、来
年
の
安
全
衛
生
活
動
計
画
に

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。ど
う
ぞ
お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
は
な
り
ま
す
が
、今
年
残
り

1
ヶ
月
、そ
し
て
来
年
も
、ど
う
ぞ
ご
安

全
に
！

霧
島
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

    

労
働
安
全
推
進
室　

                      

課
長 

福
島　

真
吾

安
全
は
１
日
に
し
て
な
ら
ず
。

　
先
取
り
の
安
全
衛
生
活
動
を

霧島ホールディングス株式会社
労働安全推進室　課長

福島　真吾 さん　

２
０
２
４
年
度
　
全
社
安
全
衛
生
ス
ロ
ー
ガ
ン

ヒ
ヤ
リ・ハ
ッ
ト
を
見
逃
す
な
！

　
　
　
　小
さ
な
ヒ
ヤ
リ
が
大
き
な
事
故
に
！

　
　
　
　
　
　
　
　ゼ
ロ
災
目
指
し
て「
安
全
行
動
」

KIRISHIMA SHUZO Safety Training Center
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講習のご案内講習のご案内
月分

宮崎基準協会

 「受講申込書」はホームページから
   印刷（ExcelまたはPDF形式）できます

（注）都合により、急きょ開催を中止又は延期する場合がありますので、ご了承ください。　
講習のお申込み・お問合せは、本部・宮崎支部 までお願いします（平日8：30～17：00）。
但し、※印の講習（主に高校生対象）を受講希望の方については、担当支部にお問合わせの上、お申し込みください。
・「技能講習」受講申込書には証明写真、本人確認書類の添付が、また「特別教育等」受講申込書には本人確認書類の添付が必要です。
・テキストの送付を希望される場合は、送料を負担していただきます。
・受講料、テキスト代は消費税込みの金額です。　事務局へ申込書の受付を確認後、開催日の
 3営業日前までにご入金ください。
（現金での支払い…本部・宮崎支部窓口、現金書留…担当支部宛、振込み…担当支部口座）

12 1

8

講習会の申込み・問合わせ先等（営業日：平日8：30～17：00）
宮崎労働基準協会本部･宮崎･日南支部■

宮崎市祇園3丁目1番地 矢野産業祇園ビル
〒880-0024

TEL.0985-25-1853 
FAX.0985-28-9080
延岡支部■

TEL.0982-34-5538  
FAX.0982-21-0117

■ 都城支部

TEL.0986-24-5603  
FAX.0986-24-5618

・申込みの受付けは、開催日の1か月前から開始します。（土日・祝日に当たる場合は翌営業日8：30～となります。）
・申込み受付開始後、①受講申込書提出⇒②事務局に申込書の受付を確認⇒③ご入金をもって『受付完了』としま
す。つきましては、申込書の受付を確認後、原則として開催日の３営業日前までにご入金をお願いいたします。
期日までにご入金が確認できない場合は、受講申込みの取消しをさせていただく場合がありますのでご了承ください。
・『受付完了』後のキャンセルにつきましては、開催日の３営業日前までにご連絡があった場合に限りご返金いたし
ます。銀行振込みでの返金を希望される場合は、振込手数料を差し引かせていただきます。再度、受講を希望され
る場合は改めてお申込みをお願いいたします。
・定員に達していない場合は開催日の前日でもお申込みは可能ですが、お早目の手続きをお願いいたします。
・定員に達している場合は、キャンセル待ちをご案内します。
・『受付完了』後に受講者の変更を希望する場合は、前日でもご対応は可能です。

【受講申込みについて】

（免除）…以下の講習等の免除対象者についてはお問合わせいただくか、宮崎労働基準協会HPでご確認ください。申込書に確認書類の貼付が必要です。

講   習   名 受 講 料
（消費税込）

テキスト代
（消費税込）

担当支部 開　催　日 会　場

技
能
講
習

玉掛け
（つり上げ荷重１トン以上の

クレーン等の玉掛け作業）

27,280
（免除 25,190）

会員      605
一般   1,705

（改定）

宮崎 12/  5（木） ～ 12/  7（土）
（学科）矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

（実技）矢野運輸（株）

都城 1/ 16（木） ～ 1/18（土）
（学科）都城地区建設業協会

（実技）海晴機械 ( 株 ) 北諸県郡三股町）

小型移動式クレーン
（つり上げ荷重１トン以上５トン未満の

小型移動式クレーンの運転業務）

34,540
（免除 32,120）

会員    605
　　一般 1,705

宮崎 1/23（木） ～ 1/25（土）
（学科）矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

（実技）矢野運輸（株）

延岡 12/19（木） ～ 12/21（土）
（学科）延岡市職業支援訓練センター

（実技） 日向地区中小企業支援機構

作
業
主
任
者

特定化学物質及び
四アルキル鉛等

15,950 会員  　 880
一般   1,980

宮崎 12/12（木） ～ 12/13（金）   矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

延岡 1/16（木） ～ 1/17（金）  延岡市職業支援訓練センター

酸素欠乏・
硫化水素危険 20,900 会員 1,210

一般 2,310 延岡 1/21（火） ～ 1/23（木）  （学科）
延岡市職業支援訓練センター

 
（実技）

有機溶剤 15,950 会員 　880
一般  1,980 延岡 12/10（火） ～ 12/11（水）  延岡市職業支援訓練センター

石綿 15,950 会員   　880
一般   1,980 宮崎 1/ 28（火） ～ 1/29（水） 延岡市職業支援訓練センター

特
別
教
育

アーク溶接等業務 会員 21,890
一般 24,970

1,210 宮崎
※ 1/ 16（木） ～ 1/ 18（土） （学科）矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

（実技）ポリテクセンター宮崎

電気取扱業務（低圧）
会員 15,950
一般 19,030

770 宮崎 12/  3（火） ～ 12/  4（水）
（学科）矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
（実技）

そ
の
他

安全衛生推進者養成講習
15,950

（免除 11,110）
会員   330

一般 1,430 宮崎 12/10（火） ～ 12/11（水） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

★お問合わせは宮崎支部へ

速
　
報

追加開催決定しました！

ゼロ災運動ＫＹＴ
（危険予知活動）
トレーナー研修会

会員 26,730
一般 29,700

テキスト代込 宮崎 3 / 5（水） ～ 3 / 6（木）  矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

●申込みは、中央労働災害防止協会WEB受付のみ（受付は12月2日（月）～）　
「中災防　KYT 宮崎」 で 【検索】　　https://www.jisha.or.jp/kyushu/seminar/

定員に達しました定員に達しました

都合により中止いたします都合により中止いたします

（注）当協会会員様は、申込フォームの「中災防会員について」欄の「非会員（一般）」を選択し、「通信欄」に「基準協会会員」と入力してください。

定員に達しました定員に達しました


